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NY マーケットレポート（2018 年 3 月 9 日） 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、注目された米雇用統計で、景気動向を敏感に反映する非農業部門雇用者数が市場予想を上回る結果となったこと

から、ドル買いが優勢となった。ただ、賃金の伸びが鈍化したことが影響し、その後ドルは上値の重い動きが続いた。一方で、

インフレ加速懸念が後退したことで NY 株式市場は大幅高となり、ナスダックは史上最高値を 1 ヵ月半ぶりに更新するなど、堅

調な動きとなった。これにより、リスク回避の円買いが後退し、ドル円、クロス円ともに底堅い動きとなった。そして、米国と

カナダの力強い経済データが発表されたことを受けて、原油価格が大きく上昇したことが好感され、ノルウェー・クローネ、オ

ーストラリア・ドル、カナダ・ドルといった資源国通貨が米ドルに対して上昇した。一方、米国と北朝鮮が首脳会談の開催で合

意したとの報道も影響し、円は大半の主要通貨に対して下落した。 

 

米主要経済指標の結果 

 

2 月米失業率 4.1％（予想 4.0％・前回 4.1％） 

2 月米非農業部門雇用者数 31.3 万人（予想 20.5 万人・前回 20.0 万人⇒23.9 万人） 

 

 

出所：Bloomberg 
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2 月米平均時給（前月比） 0.1％（予想 0.2％・前回 0.3％） 

2 月米平均時給（前年比） 2.6％（予想 2.8％・前回 2.9％⇒2.8％） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

2 月の米雇用統計は非農業部門雇用者数が+31.3 万人と市場予想を大きく回った。一方、失業率は 4.1％と市場予想を下回った

ものの、歴史的低水準が維持された。労働参加率は 63.0 と前月（62.7％）から上昇、またフルタイム就労を希望しているもの

の、パートの仕事しか見つからない人なども含めた広義の失業率（U6）は、8.2％と前月から変わらなかった。 

 

民間部門の雇用者数者は+28.7 万人、製造業は+3.1 万人、建設業は+6.1 万人、鉱業・林業は+0.8 万人。民間のサービス部門は

+18.7 万人と伸びが加速した。そして、サービス業のうち、教育・医療サービスが+2.3 万人、小売業は+5.0 万人、一時雇用を

含む企業専門サービスは+5.0 万人、政府部門は+2.6 万人となった。 

 

1 時間当たりの賃金は、前月と比べ+0.04 ドルの 26.75 ドル、前年比では+2.6％となった。また、管理職を除いたベースでは前

月比+0.06ドルの22.40ドルだった。自発的離職率は11.6％と前月から上昇。失業期間が半年以上の長期失業者数は前月から-2.4

万人の 139.7 万だった。 

 

 

米当局者の発言 

 

エバンス・シカゴ連銀総裁 

 

・雇用統計は実に良いニュースだ 

・米経済成長、今年 3％に達する可能性はある 

・われわれは慎重な姿勢でいることが可能だ 

・3月 FOMC に関してはデータ確認を待ちたい 

・インフレ率 2.5％は対称的な目標と整合し得る 

・米経済は完全雇用を達成、大半の評価が示す 

・持続的な 2％インフレ、近づいているようだ 

 

 

ローゼングレン・ストン連銀総裁 

 

・政策による過剰刺激、景気好況と不況招くリスク 

・3回より多い利上げ、今年必要になる可能性ある 
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米主要株価は軒並み大幅上昇 

 

米株式市場は、米雇用統計で非農業部門雇用者数が市場予想を上回ったことが好感され、主要株価は堅調な動きとなった。また、

米朝首脳会談が実現する見通しとなったことも好感され、主要株価は大幅高となった。ダウ平均株価は、約 10 日ぶりの高値を

付け、一方のナスダックは、終値ベースの過去最高値を約 1ヵ月半ぶりに更新した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 
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雇用者数の好調な伸びを受けドル上昇も、冴えない賃金伸びが影響し上値重い 

 

NY 市場では、注目された米雇用統計で、景気動向を敏感に映す非農業部門雇用者数が市場予想を上回る結果となったことから、

ドル買いが優勢となった。ただ、賃金の伸びが鈍化したことが影響し、その後ドルは上値の重い動きが続いた。そして、米国と

カナダの力強い経済データが発表されたことを受けて、原油価格が大きく上昇したことが好感され、ノルウェー・クローネ、オ

ーストラリア・ドル、カナダ・ドルといった資源国通貨が米ドルに対して上昇した。一方、米国と北朝鮮が首脳会談の開催で合

意したとの報道も影響し、円は大半の主要通貨に対して下落した。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


